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下に列挙した生態学に関係する書籍から、少なくとも 1 冊を図書館から借り出して（あるいは書店で購入し

て）初めから終わりまで読む。 
レポートはパソコンのワープロソフトを使って印刷し、文字の大きさは 10 ポイント程度、フォントは明朝

体（この文書の書体）とし、A4 版 1 ページ以上書く。ただし、1 ページの紙面を十分な字数で埋めてあり、指

示に従ってきちんと書かれていれば、1 ページで十分に満点の対象であり、無理に 2 ページ以上にする必要は

ない。2 ページ以上になってしまったときは、紙を節約し、扱いやすくするために、両面印刷にする。 
レポートは読みやすくするため、必ず数行～10 行程度の段落に分けて書く。段落の最初の行の左端は、この

文章と同様に、1 文字分右へ下げる。 
構成は次のとおりとする。内容の 1. 要約、2. 意見・感想、3. 自分の考え、の 3 部分を、はっきりと区別で

きるように別の段落に分け、段落の最初に番号と章のタイトルを付ける。表紙を別につける必要はない。 

タイトル：読んだ書籍の題名、著者、出版社 
学籍番号と氏名：改行してタイトルの右下に書く。 
レポートの内容： 
1. 書籍の構成（箇条書きでなく、文章で説明する。レポート全体の 1/3 を越えないこと。） 
2. 書籍の内容に対する自分の意見・感想 

書籍の内容の一部に対してしか意見・感想を書いていないなど、書籍を初めから終わりまで読んだの

かどうか疑わしいレポートは大幅減点とするので、必ず全部読んで、書籍の全体に対してレポートを書

く。関連する他の書籍も加えて読んで比較することが望ましい。 
3. 大学での勉強・卒業後の仕事に生態学の知識をどのように生かすか、自分が考えたこと 

その書籍を読んで、あるいは他の書籍を加えて読んで、生態学の知識を大学での他の勉強、また、卒

業後の土木技術者としての仕事（他学科の人はその職業）にどのように生かしたいと考えるか、自分が

考えたことを書く。生物・生態学のこれまでの授業で学んだことを含めて書いても構わない。自分だけ

の利益となるよう生かすのではなく、社会のため（世のため人のため）に生かすことを考えることが望

ましい。 

文体は、常体（･･･だ。･･･である。）とする。敬体（･･･です。･･･ます。）を使ってはいけない。常体と敬

体を混ぜて書いたレポートは受け付けない。 
レポートは、6 点満点で評価する。未提出者は定期試験の受験を許可しない（＝単位を出さない）。 

提出期限：8 月 5 日（月） 提出場所：内田の研究室（7 号館 318 号室）の扉の郵便受 
（7 月 31 日（水）「生物・生態学」の定期試験の返却時でもよい） 

これらの書籍はすべて大学の附属図書館にある。左端の番号・記号は図書館の請求記号（本の背についてい

るラベルの番号）である。大部分が図書館の 2 階、3 階にあるが、一部は 1 階あるいは書庫などにある。どこ

にあるか、あるいは貸出中か、図書館ホームページで調べることができる。ただし、多くの本が貸し出されて

しまった後は、この方法では調べるのに時間がかかるので、この文書を見ながら、図書館の書棚を請求記号順

に歩いて探すことも勧める。 
ここに列挙されていない生態学分野の書籍をレポートの対象にすることもできるが、必ず内田に事前に申し

出て許可を得ること。先日「生物・生態学」（生物学分野）でレポートを課し、また 2 年後期「生態工学」で

も同様のレポートを課すので、生態学関係の書籍と見えてもそちらの対象書籍となっていることがある。「生

物・生態学」（生物学分野）・生態工学の対象書籍となっているときは、重複を避けるため、許可しない。そ

れらの対象書籍は、次のウェブページの最下部のリンクをクリックして表示される文書に掲載されている。 

・生物・生態学（生物学分野）http://aitech.ac.jp/~s-uchida/syllabus-biology&ecology.htm 
・生態工学 http://aitech.ac.jp/~s-uchida/syllabus-ecoleng.htm 
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